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各
地
で
異
常
気
象
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

同
窓
生
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
ご
活
躍

の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
大
阪
地
震
で
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
同

窓
生
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
報
の
挨
拶
の
た
び
に
、
自
然
災
害
の
お
見
舞
い

と
な
り
ま
す
が
「
地
震
・
雷
・
火
事
親
父
」
の
格
言

の
通
り
、地
震
が
一
番
怖
い
災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
と
津
波
、
九
州
熊
本

震
災
の
恐
怖
が
収
ま
ら
な
い
内
に
大
阪
が
地
震
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
北
か
ら
南
ま
で
地
震
か
ら

逃
れ
る
安
全
な
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
の
都
度

　
母
校
百
四
十
周
年

　
記
念
事
業
準
備
の
年

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

中
　
條
　
眞
二
郎

同
窓
生
の
被
害
者
が
必
ず
お
ら
れ
、
只
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
春
夏
秋
冬
を
楽
し
み
、
季
節
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
日
々
を
送
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
桜
の
頃
は
花
冷
え
が
当
た
り
前
で
し
た
が
、
今

年
は
30
度
近
い
夏
日
の
気
候
と
気
象
庁
始
ま
っ
て
以

来
の
豪
雨
が
あ
り
ま
し
た
。
春
の
新
学
期
早
々
、
ク

ラ
ブ
活
動
で
学
童
が
熱
中
症
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
驚
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
で
は
今
年
度
か
ら
、
新
会
則
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
法
律
や
条
令
で
す
と
生
活
に
直

結
し
ま
す
の
で
一
読
し
ま
す
が
、
同
窓
会
会
則
は
日

常
生
活
に
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
は
関
心
が
な
く
読
ん
で
貰
え
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
同
窓
会
は
、
会
員
皆
様
の
相
互
の
親
睦

を
目
的
と
し
た
会
で
す
か
ら
、
旧
会
則
の
目
的
と
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

改
正
に
当
た
っ
て
は
、
同
窓
会
も
時
代
に
則
し
た

柔
軟
な
思
考
で
将
来
を
見
据
え
、
会
員
一
人
々
の
熱

い
支
援
・
協
力
が
得
ら
れ
る
組
織
作
り
を
一
番
に
考

え
ま
し
た
。
会
の
円
滑
な
運
営
は
、
四
学
科
の
同
窓

生
代
表
に
よ
る
意
見
を
持
ち
寄
り
、
同
窓
会
活
動
に

反
映
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
改
正
し
ま

し
た
。
四
学
科
平
等
な
役
員
数
の
割
り
振
り
が
理
想

で
す
が
、
現
状
を
遵
守
す
る
緩
や
か
な
改
正
が
混
乱

を
招
く
こ
と
な
く
移
行
で
き
る
と
の
判
断
も
あ
り
ま

し
た
。

　

同
窓
会
は
、
会
員
の
会
費
に
依
存
し
運
営
す
る
こ

と
か
ら
、
支
部
の
正
会
員
会
費
納
入
者
数
を
無
視
す

る
分
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。「
会
費
納
入
者
」
が
会

に
対
す
る
貢
献
度
と
す
る
基
本
的
な
考
え
で
、
会
費

納
入
支
部
会
員
者
数
が
代
議
員
を
選
ぶ
根
拠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
支
部
会
の
発
展
が
同
窓
会
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
り
ま
す
。
全
学
科
の
同
窓
生
が
支
部
に
所

属
し
て
支
部
強
化
を
図
り
、
支
部
か
ら
特
定
学
科
に

偏
ら
な
い
代
議
員
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
そ
れ
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
課
題
と
な
る
の
は
、
入
学
学
生
を
構
成
す
る

男
女
比
が
こ
の
十
数
年
変
わ
り
な
く
、
女
子
学
生
数

が
男
子
学
生
数
を
上
回
る
比
率
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の
男
女
比
も
女
性
が
逆
転
す
る
の
は
間

も
な
く
到
来
し
ま
す
。
女
性
の
同
窓
会
運
営
参
加
が

当
然
の
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
考
に
本
年
四
月

入
学
生
の
男
女
比
は
、
獣
医
学
科
女
性
６６
％
男
性

3４
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
女
性
９１
％
男
性
９
％
、

動
物
科
学
科
女
性
６１
％
男
性
3９
％
、
食
品
科
学
科
女

性
38
％
男
子
６２
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
同

窓
会
運
営
に
女
性
の
積
極
的
な
参
加
を
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
校
以
来
節
目
と
な
る
記
念
事
業
は
、「
百
三
十
周

年
記
念
誌
」
を
開
い
て
過
去
の
事
業
を
み
る
と
、
十

年
を
節
目
に
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
記
録
で
は

昭
和
五
年
に
日
本
獣
医
学
校
創
立
二
十
周
年
の
祝
賀

会
開
催
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
第
一

次
大
戦
、
第
二
次
大
戦
と
軍
事
色
の
強
い
時
代
か
ら
、

戦
後
は
専
門
学
校
か
ら
大
学
へ
の
昇
格
と
、
経
済
的

に
余
裕
が
な
く
当
該
事
業
の
記
録
は
、
昭
和
三
十
六

年
に
八
十
周
年
を
学
生
参
加
の
も
と
椿
山
荘
で
行
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
の
九
十
周
年
は
、
学
校

法
人
日
本
医
科
大
学
主
導
の
式
典
・
祝
賀
会
で
、
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
大
学
移
転
が
計
画
さ
れ
同
窓
会
は

図
書
館
建
設
を
記
念
事
業
と
し
ま
し
た
が
、
多
摩
移

転
が
頓
挫
し
事
業
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大

学
移
転
が
二
転
三
転
す
る
な
か
、
昭
和
四
十
六
年
の

百
周
年
を
迎
え
た
記
念
事
業
は
記
念
館
施
設
の
寄
贈

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
三
年
の
百
十
周
年
に
は
、

学
園
紛
争
時
に
紛
失
し
た
校
旗
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
の
百
二
十
周
年
で
は
、
百
周
年
事
業
か

ら
母
校
施
設
の
充
実
に
寄
付
を
募
っ
て
き
た
計
画
を

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
（
現
Ｃ
棟
）
に
向
け
て
の

募
金
活
動
に
転
換
し
、
六
億
円
余
の
醵
金
で
あ
り
ま

し
た
。
百
二
十
五
周
年
記
念
に
教
育
棟
・
図
書
館
・

体
育
館
（
現
Ａ
，
Ｂ
棟
）
の
建
設
へ
の
募
金
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
の
百
三
十
周
年
は
、

常
陸
宮
殿
下
・
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て
、
盛
会
裏
に

式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
歳
代
か

ら
三
十
歳
代
の
同
窓
生
が
参
加
し
、
思
い
出
に
残
る

節
目
の
式
典
・
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
事
業

は
合
同
教
育
棟
建
設
（
現
Ｅ
棟
）
へ
の
募
金
活
動
を

始
め
、
母
校
発
祥
の
地
で
あ
る
護
国
寺
境
内
に
私
立

獣
医
学
校
発
祥
の
記
念
碑
建
設
と
創
立
百
三
十
周
年

記
念
特
集
号
の
会
誌
発
刊
が
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
事
業
も
同
窓
会
が
常
に
大
学
と
苦
楽
を
共
に
し
た

歴
史
で
あ
り
ま
す
。
百
四
十
周
年
の
節
目
に
な
る
記

念
の
式
典
と
祝
賀
会
も
歴
史
に
刻
ま
れ
ま
す
、
会
員

皆
様
と
共
に
十
年
を
振
り
返
り
、
次
の
百
五
十
周
年

に
更
な
る
発
展
を
目
指
す
起
爆
剤
に
な
る
記
念
祝
賀

会
と
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
関
係
各
位
と
会
員
の

ご
理
解
と
支
援
・
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

同
窓
会
事
務
所
は
母
校
本
館
正
面
玄
関
を
入
っ
て

右
奥
に
地
震
対
策
を
施
し
た
室
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る
同
窓
の
来
校
者
が

多
数
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
す
が
、
同
窓
会
事
務
室
に

も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
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事
務
局
の
受
付
は
、
原
則
と
し
て
月
・
火
・
木
・

金
（
祝
祭
日
を
除
く
）
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
事
務
職
員
・
堀
内
が
対
応
い
た
し
ま
す
。
一
人

で
対
応
し
て
い
る
た
め
、
校
内
、
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
へ
出
向
す
る
時
、
席
を
は
ず
し
て
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
本
会
報
第
一
面
左

上
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
、郵
便
等
に
て
お
願
い
し
ま
す
。外
出
時
、

休
日
な
ど
直
接
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
後
程
こ

ち
ら
か
ら
連
絡
を
致
し
ま
す
の
で
、
お
名
前
、
所
属
、

電
話
番
号
、
用
件
を
簡
単
に
留
守
電
な
ど
に
残
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
各
種
届
出
・
連
絡
、
依
頼
等
は
依

頼
人
が
確
認
で
き
る
方
法
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
会
則
・
規
程
の
小
冊
子
を
同
窓
会
役
員
、
支
部

長
、
代
議
員
宛
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
7
月
に
開

催
さ
れ
る
同
窓
会
代
議
員
会
の
代
議
員
選
出
数
な
ど

昨
年
と
は
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
会
則
は
本

会
報
5２
号
に
転
載
し
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
規
格
化
さ
れ
た
提
出
書
類
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
ご
使
用
下
さ
い
。

　

53
号
会
報
は
、
本
部
事
務
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
へ
直
接
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
移
転
先
不
明

同
窓
会
事
務
局
の
受
付
時
間

本
年
度
よ
り
同
窓
会
会
則
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

住
所
変
更
は
速
や
か
に
届
出
を

（
本
部
に
届
け
出
の
み
を
記
載
）

○　

訃
報

平
尾　

勝
行
氏　

香
川
県
支
部
長
（
大
学
獣
医
１0
期
）

　

平
成
30
年
６
月
２２
日

で
戻
っ
て
き
た
住
所
は
削
除
さ
れ
ま
す
。
本
会
報
が

届
か
な
か
っ
た
方
は
住
所
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
居
移
転
な
ど
で
住
所
変
更
さ
れ
た
場
合
速
や
か

に
本
部
事
務
局
ま
で
お
届
け
下
さ
い
。
移
転
後
に
入

居
さ
れ
た
方
に
御
迷
惑
を
か
け
る
事
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

今
年
は
４
年
毎
の
会
員
名
簿
発
行
の
年
度
と
な
り

ま
す
。
今
回
か
ら
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
記
載

情
報
を
制
限
し
氏
名
と
住
所
の
み
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
、
名
簿
の
配
布
は
、
全
会
員
へ
送
付
し
て
お
り

ま
し
た
が
、今
回
は
本
会
役
員
、支
部
長
、会
費
納
入
正

会
員
の
希
望
者
の
み
に
配
布
予
定
で
す
。
名
簿
発
行

の
詳
細
は
今
年
度
の
代
議
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

支
部
総
会
、
地
区
連
合
会
、
同
期
会
、
研
究
室
Ｏ

Ｂ
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
等
の
開
催
報
告
（
ワ
ー
ド
で

２
０
０
字
程
度
）
と
電
子
写
真
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
を
添

付
し
て
メ
ー
ル
に
て
本
部
事
務
局
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
同
期
会
Ｏ
Ｂ
会
は
到
着
順
、
初
投
稿
を
優
先
し

て
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、

掲
載
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
編
集
さ
せ
て
頂
く
場
合
や

非
掲
載
の
場
合
が
あ
り
ま
す
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承

く
だ
さ
い
。
プ
リ
ン
ト
写
真
で
の
投
稿
は
画
質
が
不

鮮
明
に
な
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

支
部
総
会
へ
の
派
遣
は
原
則
一
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
、
派
遣
す
る
人
選
は
依
頼
を
受
け
た
順
に
事
務

今
年
度
は
同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行
年
度
で
す

会
報
へ
投
稿
の
お
願
い

本
部
か
ら
支
部
総
会
へ
の
派
遣
人
依
頼
に
つ
い
て

事
務
局
だ
よ
り

同
窓
会
関
係
情
報

局
・
本
部
役
員
で
調
整
を
行
い
ま
す
。
支
部
か
ら
派

遣
希
望
者
へ
の
直
接
交
渉
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な

り
、
規
定
の
旅
費
等
が
支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

母
校
附
属
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
展

示
場
）
に
母
校
の
歴
史
（
目
黒
時
代
の
教
科
書
、
卒

業
証
書
な
ど
）、
獣
医
学
、
畜
産
学
、
食
品
科
学
等

の
資
料
、器
具
類
な
ど
に
関
連
し
た
物
を
お
持
ち
で
、

博
物
館
に
提
供
し
て
頂
け
る
方
の
ご
協
力
を
御
願
い

し
ま
す
。事
務
局
ま
で
ご
一
報
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
納
入
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
費
は
支
部
経
由
で
一
括
納
入

が
原
則
で
す
が
、
や
む
な
く
個
人
で
納
入
す
る
場
合

に
は
、振
込
票
に
お
忘
れ
な
く
住
所・氏
名
を
記
載
し
、

通
信
欄
に
卒
業
学
科
・
期
（
本
会
報
送
付
封
筒
の
住

所
ラ
ベ
ル
の
区
分
記
号
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
が
変
更
さ
れ
た
方
は
変
更
あ
り
に
○
印
を
お
願

い
し
ま
す
、
当
方
に
て
届
出
住
所
録
の
変
更
を
い
た

し
ま
す
。

　

年
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
た
支
部
は
、
納
入
者
名

簿
を
事
務
局
へ
お
忘
れ
な
く
お
送
り
く
だ
さ
い
。
提

出
が
無
い
場
合
、
会
費
未
納
会
員
と
し
て
の
扱
い
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
氏
名
（
旧
姓
）
に

は
区
分
を
お
忘
れ
な
く
記
載
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
所
属
会
員
の
名
簿
に
変
更
が
あ
っ
た
場

母
校
展
示
館
へ
の
寄
贈
の
御
願
い

同
窓
会
会
費
納
入
の
お
願
い

同
窓
会
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
お
願
い

合
に
は
住
所
変
更
届
け
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
２5
年
１１
月
に
発
足
し
た
連
携
動
物
病
院
制
度

で
す
が
、
動
物
病
院
を
開
業
さ
れ
て
い
る
正
会
員
は

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連
携
を
希
望
さ
れ
る

方
の
手
続
き
は
、
同
窓
会
本
部
事
務
局
が
窓
口
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

国
会
議
員
、
都
道
府
県
知
事
・
議
員
、
市
長
村
長
、

市
町
村
議
会
等
へ
選
出
、
再
選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を

受
賞
さ
れ
た
方
。
他
大
学
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た

方
。
逝
去
さ
れ
た
会
員
等
。

　

現
在
、
同
窓
会
で
は
原
則
と
し
て
元
号
を
使
用
し

て
お
り
ま
す
が
、
順
次
西
暦
年
に
表
記
変
更
い
た
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
年
度
は
西
暦
下
二
桁
で
表
示
い

た
し
ま
す
（
２
０
１
８
年
度
は
１8
年
度
）。
元
号
表

記
を
併
用
す
る
場
合
は
カ
ッ
コ
内
に（
平
成
30
年
度
）

と
し
て
記
載
い
た
し
ま
す
。

母
校
付
属
動
物
病
院
と
の
連
携
動
物
病
院
の
申
請

次
に
該
当
す
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

年
を
元
号
か
ら
西
暦
へ
表
記
変
更
い
た
し
ま
す
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同
窓
会
近
況

　

母
校
大
学
祭
期
間
中
の
１１
月
3
日
（
祝
）・
４
日

（
日
）
午
前
１１
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
同
窓
会
ブ
ー

ス
を
母
校
本
館
一
階
同
窓
会
会
議
室
に
開
設
い
た
し

ま
す
。
平
成
２６
年
に
初
め
て
ブ
ー
ス
を
設
け
、
今
年

で
5
回
目
と
な
り
年
々
認
知
度
が
上
昇
し
て
き
ま
し

た
。今
年
も
同
窓
会
の
紹
介
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
、

飲
み
物
、
ス
ナ
ッ
ク
を
ご
用
意
し
て
役
員
が
皆
様
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
休
憩
や
待
ち

合
わ
せ
場
所
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

来
る
平
成
7
月
２１
日
（
土
）、
午
後
１
時
よ
り
母

校
に
お
い
て
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
坂
本
理
事

長
、
母
校
阿
久
澤
学
長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
開
催

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
す
で
に
理
事
、
代
議
員
、

監
事
の
方
に
は
開
催
案
内
と
議
案
書
を
送
付
し
て
お

り
ま
す
。
当
日
は
代
議
員
会
に
先
立
ち
午
前
１0
時
よ

り
理
事
・
監
事
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
代
議
員
会
で

の
承
認
事
項
は
次
号
会
報
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

前
回
の
本
会
報
5２
号
に
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大

学
広
報
５
２
６
号
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
４
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
「
日
獣
大
特
集
」
５
２

７
号
を
同
封
致
し
ま
す
。
こ
の
大
学
報
の
同
窓
会
会

員
へ
の
配
布
は
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
坂
本
理

事
長
の
ご
好
意
に
よ
り
提
供
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

母
校
の
現
在
の
情
報
が
盛
り
沢
山
で
す
。

今
年
も
母
校
大
学
祭
に
ブ
ー
ス
開
設

平
成
30
年
度
同
窓
会
代
議
員
会
開
催
決
定

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
広
報
を
お
届
け

　

会
報
5２
号
に
掲
載
し
た
池
本
名
誉
教
授
の
瑞
宝
章

の
受
章
を
記
念
し
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

母
校
阿
久
澤
学
長
、
中
條
同
窓
会
会
長
な
ど
６
名
の

発
起
人
に
よ
り
準
備
さ
れ
、
平
成
30
年
２
月
１7
日

（
土
）、
午
後
１
時
よ
り
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
・
コ
ン

コ
ー
ド
Ｂ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
池
本

先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
母
校
、
日
本
医
科
大
学
、
同

窓
会
、
獣
医
師
会
、
自
治
医
科
大
学
、
専
修
大
学
、

科
学
捜
査
研
究
所
、
他
大
学
関
係
者
１
６
０
余
名
が

参
加
し
盛
大
な
祝
宴
で
あ
っ
た
。
関
連
記
事
は
同
封

の
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
広
報
５
２
７
号
１7
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
本
名
誉
学
長
の
叙
勲
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た

編　

集　

後　

記

　

早
く
も
梅
雨
明
け
宣
言
が
で
ま
し
た
。
担
当

教
職
員
に
毎
回
執
筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

多
忙
の
時
期
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

代
議
員
会
出
席
者
は
真
夏
日
対
策
と
水
分
補
給

に
十
分
注
意
し
て
お
出
か
け
下
さ
い
。 

事
務
局

支
部
長
　
高
田
　
三
千
人

　

広
島
県
支
部
で
は
、
平
成
２９
年
１２
月
１0
日
に
「
ひ

ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
平
成
２９
年
度
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
、

本
部
か
ら
中
條
同
窓
会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
同
窓

会
本
部
の
活
動
及
び
母
校
の
近
況
に
つ
い
て
情
報
提

供
等
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
支
部
報
告

　

佐
賀
県
支
部
総
会
を
、
平
成
２９
年
１２
月
3
日
（
日
）

に
佐
賀
市
「
四
季
彩
ホ
テ
ル
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
條
同
窓

会
会
長
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
校
の
近
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
総

会
も
盛
会
と
な
り
出
席
者
一
同
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

し
た
。

秦
　
俊
郎

　

平
成
30
年
２
月
１0
日
の
支
部
総
会
に
は
、
中
條
同

窓
会
会
長
を
は
じ
め
57
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
会

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐
賀
県
支
部
報
告

大
分
県
支
部
報
告

広島県支部

佐賀県支部大分県支部



日本獣医生命科学大学同窓会報　第 53 号 （4）平成 30 年 7 月

八
木
　
達
彌

　

恒
例
の
大
学
同
期
会
を
今
年
も
１0
月
１１
、１２
の
両

日
熱
海
で
開
催
し
た
。奥
様
同
伴
を
含
め
て
２5
名
が
参

集
し
懇
親
を
深
め
た
。来
年
は
函
館
で
と
決
ま
っ
た
。

　

２0
年
以
上
に
亘
り
毎
年
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
同
期
会
は
珍
し
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
長
続
き
の
理
由
は
、
北
は
北
海

道
、
東
北
か
ら
南
は
種
子
島
ま
で
同
期
生
が
各
地
方

に
い
て
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
も
健
康
と
友
情
の
賜
物
だ
。
80
歳
を
超
え 

て
、
東
京
だ
け
で
の
開
催
を
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

今
後
も
出
来
る
限
り
続
け
よ
う
と
の
皆
の
強
い
意
向

で
あ
る
。

20
年
以
上
続
く
九
期
卒
業
生
同
期
会

（
平
成
２９
年
６
月
3
日
か
ら
平
成
30
年
６
月
１5
日
ま
で
）

○
新
任
（
平
成
２９
年
10
月
１
日
付
）

　

教　

授

　
　

戸
塚　
　

護
（
食
品
機
能
化
学
）

○
新
任
（
平
成
２９
年
11
月
１
日
付
）

　

講　

師

　
　

大
塚　

裕
忠
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

○
新
任
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

　

助　

教

　
　

神
田　

秀
憲
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　

助　

教

　
　

町
田　

雪
乃
（
病
態
獣
医
学
部
門
病
態
解
析
学
分
野
）

　

助　

教

　
　

嶌
本　
　

樹
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　

助　

教

　
　

生
野　

佐
織
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　

助　

教

　
　

倉
岡　

睦
季
（
実
験
動
物
学
）

　

助　

手

　
　

濱
本　

裕
仁
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　

助　

手

　
　

鈴
木　

亮
平
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　

助　

手

　
　

吉
田　

佳
倫
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
雇
用
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

　

准
教
授
（
嘱
託
）

　
　

對
馬 

宣
道
（
動
物
生
理
制
御
学
）

母
校
近
況

教
員
人
事

○
委
嘱
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

　

顧　

問

　
　

梶
ヶ
谷　

博
（
付
属
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

○
昇
任
（
平
成
２９
年
10
月
１
日
付
）

　

講　

師

　
　

吉
村　

久
志
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

○
昇
任
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

　

教　

授

　
　

金
田　

剛
治
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　

教　

授

　
　

吉
田　

達
行
（
動
物
遺
伝
育
種
学
）

　

教　

授

　
　

古
田　

洋
樹
（
動
物
遺
伝
育
種
学
）

　

教　

授

　
　

藤
平　

篤
志
（
実
験
動
物
学
）

　

教　

授

　
　

小
竹　

佐
知
子
（
食
品
工
学
）

　

准
教
授

　
　

水
谷　
　

尚
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅱ
）

　

講　

師

　
　

田
島　
　

剛
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　

講　

師

　
　

𠮷
川　

悠
子
（ 

疾
病
予
防
獣
医
学
部
門
衛
生
・
公
衆

衛
生
学
分
野
）

　

講　

師

　
　

知
久　

和
寛
（
食
品
安
全
学
）

　

講　

師

　
　

安
田　

暁
子
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　

助　

教

　
　

久
保　

喜
明
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
退
職
（
平
成
２９
年
７
月
31
日
付
）

　

助　

教
（
嘱
託
）

　
　

岡
田
ゆ
う
紀
（ 

獣
医
学
総
合
教
育
部
門
獣
医
学
教
育

推
進
室
）

○
退
職
（
平
成
２９
年
９
月
30
日
付
）

　

講　

師

　
　

小
林　
　

淳
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

○
任
期
満
了
（
平
成
２９
年
11
月
30
日
付
）

　

特
任
教
授

　
　

清
水　

一
政
（
獣
医
学
部
）

○
退
職
（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

　

教　

授

　
　

中
山　
　

勉
（
農
産
食
品
学
）

　

特
任
教
授

　
　

山
田　
　

裕
（
獣
医
学
部
）

　

助　

教

　
　

澤
田　

治
美
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
定
年
退
職
（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

　

教　

授

　
　

尼
﨑　
　

肇（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　

教　

授

　
　

髙
橋　

公
正（
病
態
獣
医
学
部
門
病
態
解
析
学
分
野
）

　

教　

授

　
　

梶
ヶ
谷　

博
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　

教　

授

　
　

天
尾　

弘
実
（
実
験
動
物
学
）

　

准
教
授

　
　

對
馬　

宣
道
（
動
物
生
理
制
御
学
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

　

前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

教
授

　
　

尼
﨑　
　

肇
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前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

教
授

　
　

髙
橋　

公
正

　

前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

教
授

　
　

梶
ヶ
谷　

博

　

前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

教
授

　
　

天
尾　

弘
実

選
考
委
員
長
　
近
江
　
俊
徳

　

平
成
２９
年
度
梅
野
信
吉
賞
に
は
5
名
の
応
募
が
あ

り
、
当
該
委
員
会
に
て
厳
正
に
審
査
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
獣
医
学
科
獣
医
内
科
学
の
手
嶋　

隆
洋
講
師

及
び
獣
医
保
健
看
護
学
科
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部

門
の
百
田　

豊
准
教
授
の
両
名
を
梅
野
信
吉
賞
受
賞

者
と
す
る
こ
と
に
決
定
致
さ
れ
た
。

　

手
嶋
講
師
は
、
平
成
１7
年
3
月
本
学
獣
医
学
科
卒

業
後
、
本
学
大
学
院
に
進
学
し
博
士
（
獣
医
学
）
の

学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。本
学
大
学
院
特
別
研
究
生
、

動
物
病
院
の
勤
務
な
ど
を
経
て
、
平
成
２3
年
４
月
よ

り
獣
医
内
科
学
研
究
室
の
助
教
と
し
て
着
任
し
、
平

成
２7
年
４
月
講
師
に
昇
進
し
ま
し
た
。
平
成
２5
年
5

月
か
ら
平
成
２６
年
６
月
ま
で
テ
キ
サ
ス
大
学
へ
留
学

す
る
な
ど
、
教
育
、
研
究
、
臨
床
と
い
ず
れ
も
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
研
究
課
題
は
「
犬
の
肝
疾
患
に
対
す
る
脂
肪

由
来
間
葉
系
幹
細
胞
を
用
い
た
幹
細
胞
療
法
に
関
す

る
研
究
」
で
す
。
免
疫
抑
制
作
用
や
抗
炎
症
作
用
を

も
つ
脂
肪
由
来
間
葉
系
幹
細
胞（Adipose Tissue-

derived M
esenchym

al Stem
 Cell: AT-M

SC

）

を
用
い
た
幹
細
胞
療
法
に
着
目
し
、AT-M

SC

を
用

い
た
幹
細
胞
療
法
が
、
肝
臓
に
限
ら
ず
他
の
炎
症
性

疾
患
に
お
い
て
も
有
用
性
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
と
し
ま
し
た
。
当
該
研
究
成
果
はStem

 
Cells International

な
ど
多
数
の
国
際
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

百
田
准
教
授
は
、
平
成
7
年
3
月
大
阪
大
学
経
済

学
部
卒
業
、
平
成
１3
年
3
月
東
京
農
工
大
学
農
学
部

獣
医
学
科
卒
業
後
、
岐
阜
大
学
大
学
院
博
士
課
程（
獣

医
学
）に
進
学
、
平
成
１7
年
3
月
博
士
（
獣
医
学
）
の

学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
平
成
１7
年
４
月
東
京
農
工

大
学
農
学
部
附
属
家
畜
病
院
研
修
医
、
平
成
１7
年
7

月
岩
手
大
学
農
学
部
獣
医
学
科
小
動
物
内
科
学
助
手
、

助
教
を
経
て
、
平
成
２0
年
7
月
本
学
獣
医
保
健
看
護

学
科
助
教
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
平
成
２5
年
４
月
同

講
師
、
平
成
２7
年
４
月
准
教
授
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

受
賞
研
究
課
題
は
「
犬
と
猫
の
皮
膚
バ
リ
ア
機
能

研
究
と
動
物
看
護
へ
の
応
用
」
で
す
。
外
界
か
ら
の

異
物
の
侵
入
や
攻
撃
か
ら
体
を
守
り
、
体
内
か
ら
は

水
分
が
蒸
散
す
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
皮
膚
バ
リ
ア
機

能
が
障
害
さ
れ
た
犬
や
猫
の
慢
性
増
殖
性
皮
膚
炎
に

対
す
る
新
し
い
治
療
の
開
発
に
向
け
獣
医
皮
膚
科
学

及
び
動
物
看
護
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
だ
研
究
で
あ

り
、
皮
膚
バ
リ
ア
機
能
を
評
価
し
計
測
方
法
の
標
準

化
や
計
測
機
器
の
適
性
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
規
治
療
法
「
Ｍ
Ｍ
Ｄ
療
法
」
を
開
発

し
、
重
症
度
ス
コ
ア
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
ス
コ
ア
）
や

Ｖ
Ａ
Ｓ
痒
み
ス
コ
ア
で
標
準
的
な
治
療
と
比
較
し
な

が
ら
皮
膚
バ
リ
ア
異
常
の
観
点
で
治
療
成
果
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。成
果
はVeterinary Dermatology

な
ど
多
数
の
国
際
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２９
年
度
梅
野
信
吉
賞
授
与
式
は
平
成
30
年
４

月
４
日
学
長
室
に
て
挙
行
さ
れ
、
阿
久
澤
良
造
学
長

よ
り
手
嶋
講
師
と
百
田
准
教
授
に
賞
状
及
び
副
賞

（
同
窓
会
よ
り
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度梅

野
信
吉
賞
受
章
者
決
定

平
成
２９
年
度 

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

獣
医
学
科
長
　
小
山
秀
一

　

第
６９
回
獣
医
師
国
家
試
験
は
、
平
成
30
年
２
月
１４

日
（
水
）、
１5
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
合
否

結
果
が
３
月
９
日
（
金
）
に
公
表
さ
れ
た
。
受
験
者

総
数
は
１
、
２
７
７
人
（
新
卒
９
６
６
人
）
で
あ
り
、

合
格
者
は
全
体
で
１
、
１
２
８
人
（
新
卒
者
９
３
６

人
）
で
あ
っ
た
。
合
格
率
で
み
る
と
全
体
で
は
88
・

３
％
で
あ
り
、
新
卒
者
は
９６
・
９
％
、
既
卒
者
は

６２
・
２
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
の
合
格
率
は
、
全
体

で
77
・
２
％
、
新
卒
者
87
・
５
％
、
既
卒
者
38
・
０
％

で
あ
り
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
全
体
と
新
卒
者
で

１0
％
近
い
上
昇
で
あ
り
、
既
卒
者
に
至
っ
て
は
約

２４
％
の
上
昇
で
あ
っ
た
。

　

大
学
別
の
合
格
者
数
お
よ
び
合
格
率
は
表
の
通
り

で
あ
っ
た
。
本
学
は
、
６
年
次
在
籍
者
全
員
が
受
験

し
９3
人
中
９２
人
（
９8
・
９
％
）
が
合
格
し
、
合
格
率

で
み
る
と
全
国
１６
大
学
中
４
位
、
私
立
5
大
学
で
は

１
位
の
成
績
で
あ
っ
た
。
な
お
、
既
卒
者
は
２６
人
受

験
し
１5
人
（
57
・
7
％
）
の
合
格
で
あ
っ
た
。
全
国

的
に
み
て
も
合
格
率
１
０
０
％
の
大
学
が
3
校
あ

り
、
い
ず
れ
の
大
学
も
９0
％
以
上
の
合
格
率
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
較
し
試
験
問
題
の
難
易

度
が
や
や
下
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
表
参
照
）。

　

本
学
で
は
、
獣
医
師
国
家
試
験
に
向
け
て
、
学
生

自
身
に
よ
る
日
獣
大
国
家
試
験
問
題
集
の
作
成
、
学

生
相
互
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
学
習
や
６
年
後
期
の
総
合

獣
医
学
を
通
し
て
国
家
試
験
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
６
年
後
期
に
は
学
生
か
ら
の
要
望
に
応
じ
、

若
手
教
員
、
大
学
院
生
お
よ
び
研
究
生
の
協
力
の
下
、

土
曜
学
校
と
称
し
た
実
地
試
験
対
策
授
業
も
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
総
仕
上
げ
と
し
て
国
家
試
験
に
準

じ
た
模
擬
試
験
（
学
生
作
成
）
１
回
と
本
試
験
（
教

員
作
成
）
２
回
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
の
結
果
が

学
生
の
油
断
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
教
員
も
含
め
気

を
引
き
締
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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平成31年度　入学試験日程
入試区分 学科 試験日

推
薦
入
学
試
験

一般公募推薦
指定校推薦

獣医学科※
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科
※ 獣医学科では指定校推

薦を実施していません。

平成30年11月18日（日）

特
別
選
抜
入
学
試
験

社会人
帰国子女/IB取得者

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

平成30年11月18日（日）

獣医師後継者育成／
地域獣医療支援 獣医学科 平成30年11月18日（日）

学士 獣医学科

【一次試験】
平成31年 ２ 月 5 日（火）

【二次試験】※一次合格者のみ
平成31年 ２ 月16日（土）

編
入
学
試
験

編入学試験（学士）
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

平成30年11月18日（日）

編入学試験 獣医保健看護学科
食品科学科 平成30年11月18日（日）

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
学
試
験

（第 1 回）※ 1

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

大学入試センター試験
平成31年 1 月1９日（土）・２0日（日）

（第 ２ 回）※ 1 動物科学科
食品科学科

大学入試センター試験
平成31年 1 月1９日（土）・２0日（日）

一
般
入
学
試
験

（第 1 回）
センター試験併用方式
※ ２

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

大学入試センター試験（数学・英語）
平成31年 1 月1９日（土）・２0日（日）
本学試験（理科）
平成31年 ２ 月 5 日（火）

（第 ２ 回）
独自試験方式
※ 3

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

平成31年 ２ 月 6 日（水）

（第 3 回）
独自試験方式
※ 3

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

平成31年 3 月 4 日（月）

※ 1 　大学入試センター試験の成績のみで合否判定する方式の試験です。
※ 2 　大学入試センター試験の成績と本学独自試験の成績の合計で合否判定する方式の試験です。
※ 3 　本学独自試験の成績で合否判定する方式の試験です。   お問合せ 　TEL：04２２-31-4151　入試課

平
成
31
年
度 

入
学
試
験
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報　
　

入
試
課

平成30年度オープンキャンパス
担当学科 開催日時

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

平成30年 8 月18日（土）
10:30～16:00

平成30年 8 月1９日（日）
10:30～16:00

平成30年10月 7 日（日）
10:30～16:00

動物科学科
食品科学科

平成30年11月 3 日（土）※
10:30～16:00

獣医学科
獣医保健看護学科

平成30年11月 4 日（日）※
10:30～16:00

※医獣祭と同時開催

学
生
課

　

平
成
30
年
４
月
４
日
（
水
）
午
前
１0
時
か
ら
「
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体

育
館
）
に
お
い
て
、
学
校
法
人
理
事
、
日
本
医
科
大

学
関
係
者
、
同
窓
会
役
員
、
父
母
会
役
員
な
ど
、
多

数
の
来
賓
を
招
き
執
り
行
わ
れ
た
。

　

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
９
名
、
獣
医
保
健
看
護
学

平
成
30
年
度　

入
学
式

専
攻
博
士
前
期
課
程
７
名
、
同
後
期
課
程
１
名
、
応

用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
１3
名
、
獣
医
学
科

９１
名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
１
０
１
名
、
動
物
科
学

科
１
０
０
名
、
食
品
科
学
科
９0
名
の
合
計
４
１
２
名

が
入
学
し
た
。

　

新
入
生
紹
介
に
始
ま
り
、
阿
久
澤
学
長
式
辞
、
坂

本
理
事
長
・
中
條
同
窓
会
長
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、

同
窓
会
及
び
父
母
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

引
き
続
き
武
蔵
野
賞
、
欅
賞
の
授
与
式
が
あ
り
学
歌

斉
唱
後
閉
会
し
た
。
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平成30年度試験区分別入学試験結果
学部学科 試験区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

獣
医
学
部

獣
医
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 81 77 18 4.3 

［特別選抜］ 社会人 4 4 0 0.0 

帰国子女及びIB取得者 3 3 0 0.0 
獣医師後継者育成及び
地域獣医療支援 9 8 4 2.0 

学士 12 12 1 12.0 

センター試験利用（第一回） 601 578 30 19.3 

一般（第一回） 982 849 117 7.3 

一般（第二回） 311 267 21 12.7 

合　計 2003 1798 191 ―

獣
医
保
健
看
護
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 43 43 26 1.7 

指定校推薦 3 3 3 1.0 

センター試験利用（第一回） 193 189 70 2.7 

一般（第一回） 270 259 140 1.9 

一般（第二回） 50 45 10 4.5 

［編入学］ 編入学 559 539 249 ―

合　計 2562 2337 440 ―

学部合計 20 19 17 1.1 

応
用
生
命
科
学
部

動
物
科
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 8 8 8 1.0 

指定校推薦 222 220 127 1.7 

センター試験利用（第一回） 12 12 9 1.3 

一般（第一回） 301 292 153 1.9 

一般（第二回） 78 66 37 1.8 

合　計 641 617 351 ―

食
品
科
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 12 12 12 1.0 

指定校推薦 7 7 7 1.0 

センター試験利用（第一回） 153 153 88 1.7 

センター試験利用（第二回） 5 5 3 1.7 

一般（第一回） 173 166 127 1.3 

一般（第二回） 39 31 17 1.8 

［編入学］ 編入学 389 374 254 ―

合　計 1030 991 605 ―

学部合計 3592 3328 1045 ―

総　合　計 3898 3649 986 ―

平成30年度学科別地区別入学者数
学部 学科 地区 入学者数 合計

獣
医
学
部

獣
医
学
科

北海道 3

91

東北 0
関東甲信越 62
北陸 1
東海 6
近畿 6
中国 3
四国 1
九州・沖縄 8
その他 1

獣
医
保
健
看
護
学
科

北海道 0

101

東北 3
関東甲信越 82
北陸 1
東海 7
近畿 4
中国 0
四国 1
九州・沖縄 3
その他 0

応
用
生
命
科
学
部

動
物
科
学
科

北海道 1

100

東北 6
関東甲信越 79
北陸 0
東海 3
近畿 4
中国 2
四国 2
九州・沖縄 2
その他 1

食
品
科
学
科

北海道 1

90

東北 0
関東甲信越 82
北陸 1
東海 5
近畿 0
中国 0
四国 0
九州・沖縄 1
その他 0

平
成
30
年
度 

入
試
結
果 

教
務
・
学
生
課

　

平
成
30
年
度
入
学
試
験
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で

す
。
志
願
者
数
は
３
、
５
９
２
名
（
昨
年
度
比
９２
・

１
％
）
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
一
般
入
学
試
験
の
志
願
者
数
を
み
る
と
、

第
１
回
の
志
願
者
数
は
１
、
７
２
６
名
（
昨
年
度
比

９3
・
２
％
）、
第
２
回
の
志
願
者
数
は
４
７
８
名
（
昨

年
度
比
75
・
６
％
）
で
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
か
ら
減

少
し
た
。
ま
た
、セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験（
第

１
回
）
の
志
願
者
数
は
１
、
１
６
９
名
で
、
昨
年
度

と
同
数
で
あ
っ
た
。

　

平
成
3１
年
度
入
学
試
験
で
は
、
一
般
入
学
試
験
の

実
施
回
数
を
こ
れ
ま
で
の
２
回
か
ら
3
回
に
増
や

し
、
全
日
程
に
お
い
て
４
学
科
で
の
併
願
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

平成30年度入学者数
獣医学科 91 名

獣医保健看護学科 101 名

動物科学科 100 名

食品科学科 90 名

合計 382 名
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学
生
課

　

平
成
30
年
3
月
8
日
（
木
）
午
前
１0
時
か
ら
、
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成
２９
年
度
学
位
記
授
与

式
」が
ア
リ
ー
ナ（
体
育
館
）に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

授
与
式
に
は
、
学
校
法
人
理
事
、
日
本
医
科
大
学

関
係
者
、
母
校
名
誉
教
授
、
同
窓
会
役
員
、
父
母
会

役
員
、
亜
細
亜
大
学
学
長
な
ど
、
多
数
の
来
賓
を
招

き
執
り
行
わ
れ
た
。

　

大
学
院
の
学
位
記
授
与
者
に
つ
い
て
は
、
大
学
院

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
者
１
名
及
び
論
文
審
査

平
成
29
年
度　

学
位
記
授
与
式

合
格
者
１
名
、
獣
医
保
健
看
護
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
者
１
名
及
び
論
文
審
査
合
格
者
１
名
、
同
専

攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者
7
名
、
応
用
生
命
科
学
専

攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者
４
名
の
合
計
１5
名
。
学
部

の
学
位
記
授
与
者
に
つ
い
て
は
、
獣
医
学
科
９3
名
、

獣
医
保
健
看
護
学
科
９６
名
、
動
物
科
学
科
8９
名
、
食

品
科
学
科
85
名
の
合
計
３
６
３
名
に
学
位
記
が
手
渡

さ
れ
た
。
引
き
続
き
阿
久
澤
学
長
式
辞
、
坂
本
理
事

長
、
中
條
同
窓
会
長
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
学
長

賞
、
欅
賞
、
獣
医
師
会
褒
賞
、
同
窓
会
長
賞
の
授
与

が
あ
り
、
同
窓
会
、
父
母
会
の
記
念
品
贈
呈
、
卒
業

生
代
表
挨
拶
の
あ
と
学
歌
斉
唱
後
閉
会
と
な
っ
た
。

応用生命科学専攻博士前期課程

授与年月日 学位の種類 授与者氏名 研究指導分野

平成30年 3 月 8 日 修士（応用生命科学） 一鷹　愛李沙 バイオテクノロジー

平成30年 3 月 8 日 修士（応用生命科学） 君島　健太 動物システム経営学

平成30年 3 月 8 日 修士（応用生命科学） 長島　未希 動物生体防御学

平成30年 3 月 8 日 修士（応用生命科学） 細沼　亜里沙 食品安全学

獣医学専攻博士課程

授与年月日 学位の種類 授与者氏名 研究指導分野

平成30年 3 月 8 日 博士（獣医学） 濱本　裕仁 獣医放射線学

平成30年 2 月22日 博士（獣医学） 皆川　智子 水族医学

獣医保健看護学専攻博士後期課程

授与年月日 学位の種類 授与者氏名 研究指導分野

平成30年 3 月 8 日 博士（獣医保健看護学） 生野　佐織 実践動物看護学

獣医保健看護学専攻博士前期課程

授与年月日 学位の種類 授与者氏名 研究指導分野

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 小竹　隼人 臨床獣医保健看護学

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 酒井　麻有 臨床獣医保健看護学

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 杉原　思穂 臨床獣医保健看護学

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 鈴木　好美 臨床獣医保健看護学

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 手塚　透吾 基礎獣医保健看護学

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 前田　采香 臨床獣医保健看護学

平成30年 3 月 8 日 修士（獣医保健看護学） 村木　未蘭 臨床獣医保健看護学

学
位
取
得
者

大
学
院
課

学位取得者一覧
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名
が
進
学
し
ま
し
た
。

　

動
物
科
学
科
で
は
、
従
来
か
ら
根
強
い
人
気
の
食

品
・
医
薬
品
製
造
業
へ
１3
名
、
新
し
い
業
界
と
し
て

生
命
科
学
の
知
識
を
生
か
せ
る
衛
生
検
査
・
治
験（
Ｃ

Ｒ
Ｏ
）
業
界
へ
１3
名
が
就
職
し
人
気
を
二
分
し
ま
し

た
。
顕
著
な
と
こ
ろ
で
は
話
題
の
す
み
だ
水
族
館
に

就
職
で
き
た
学
生
も
い
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
へ
の

進
学
者
が
こ
こ
数
年
多
く
１２
名
が
本
学
を
初
め
国
公

立
大
学
の
大
学
院
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

食
品
科
学
科
で
は
伊
藤
ハ
ム
、
プ
リ
マ
ハ
ム
、
ブ

ル
ボ
ン
等
人
気
の
食
品
メ
ー
カ
ー
が
3６
名
（
４5
％
）

を
占
め
、
商
社
卸
、
外
食
産
業
を
含
め
る
と
食
品
製

造
、
流
通
関
係
で
４９
名
が
就
職
し
ま
し
た
。
学
科
の

強
み
が
活
き
て
い
る
就
職
活
動
の
結
果
が
現
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
学
を
始
め
国
立
大
学
大
学
院
に
６
名

が
進
学
し
ま
し
た
。

　

平
成
２９
年
度
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
仕
組

み
が
整
い
、
就
職
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
就
職
学
生
に

と
っ
て
有
利
な
就
職
戦
線
で
し
た
が
、引
続
き『
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
質
保
証
』
を
追
及
し
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

委
員
会
と
連
携
し
優
良
な
出
口
作
り
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

学
生
支
援
課
　
課
長
　
　
　
　

清
水
謙
一

　

平
成
２９
年
度
の
就
職
活
動
の
特
徴
は
、『
解
禁
の

前
倒
し
』
と
『
売
り
手
市
場
』
で
す
。
政
府
方
針
で

あ
る
６
月
１
日
採
用
活
動
開
始
は
一
部
の
業
界
を
除

い
て
名
ば
か
り
で
、
４
月
に
入
る
と
学
生
か
ら
内
定

報
告
を
耳
に
し
、
５
月
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
『
解

禁
の
前
倒
し
』
状
態
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
企
業
採

用
側
が
良
い
学
生
を
確
保
し
よ
う
と『
売
り
手
市
場
』

で
の
労
働
者
の
確
保
に
必
死
の
様
子
で
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
数
も
増
え
、
本
学
学
生
も
積
極
的

に
体
験
す
る
姿
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

本
学
の
学
生
は
頑
張
っ
て
立
派
な
成
績
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
学
科
別
（
３
月
末
現
在
）
の
就
職
率
で

は
獣
医
学
科
１
０
０
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
１
０

０
％
、動
物
科
学
科
９8
・
６
％
、食
品
科
学
科
９8
・
７
％

と
学
部
全
体
で
就
職
希
望
者
３
１
２
名
中
３
１
０
名

（
９９
・
３
％
）
が
各
々
希
望
先
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

学
科
別
の
内
訳
で
す
が
、
獣
医
学
科
で
は
、
本
学

最
大
の
強
み
で
あ
る
「
小
動
物
獣
医
師
」
に
5６
名

（
６5
％
）
が
進
み
人
気
の
高
さ
を
伺
え
ま
し
た
。
ま

た
農
林
水
産
省
を
含
む
「
公
務
員
獣
医
師
」
に
１２
名
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ど
「
産
業
動
物
獣
医
師
」
に
８
名
と

分
散
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
で
は
、
動
物
病
院
の
「
動
物

看
護
師
」
に
3２
名
（
37
％
）
と
や
は
り
就
職
先
の
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
医
薬
品
、
食
品
製
造

業
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
系
に
3９
名
、
農
林
水
産
省
（
動

物
検
疫
所
）
２
名
、
地
方
公
務
員
４
名
と
公
務
員
へ

の
就
職
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
へ
の
進
学

者
も
多
く
本
学
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
な
ど
へ
８

平
成
29
年
度
卒
業
生
就
職
状
況

学
生
課

　

学
長
賞
、
公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、

同
窓
会
長
賞
は
最
終
学
年
を
対
象
と
し
て
選
出
さ

れ
、武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

欅
賞
は
課
外
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
収
め
た

個
人
又
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
。
授
与
に
つ
い
て
は
、

最
終
学
年
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表
彰
さ
れ
、
在
学

生
は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

学
長
賞

獣
医
学
科 

６
年 

藤
原　

万
里
子

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

武
井　

和
奏

動
物
科
学
科 

４
年 

大
木　

妙
子

食
品
科
学
科 

４
年 

菅
野　
　

究

㈳
日
本
獣
医
師
会
褒
章

獣
医
学
科 

６
年 

池
田　

紘
子

同
窓
会
長
賞

獣
医
学
科 

６
年 

林　
　

諒
太
郎

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

後
迫　

か
ほ
り

動
物
科
学
科 

４
年 

穂
積　

香
瑠
蘭

食
品
科
学
科 

４
年 

明
石　
　

幸

武
蔵
野
賞

獣
医
学
科 

２
年 

漆
山　

尚
也

獣
医
学
科 

２
年 

佐
藤　

玲
奈

獣
医
学
科 

２
年 

林　
　

浩
輝

獣
医
学
科 

3
年 

江
藤　

由
佳

獣
医
学
科 

3
年 

河
西　

晴
子

獣
医
学
科 

3
年 

佐
々
木　

ね
む

獣
医
学
科 

４
年 

上
玉
利　

成
美

獣
医
学
科 

４
年 

髙
木　

香
奈

獣
医
学
科 

４
年 

木
田　

萌
子

獣
医
学
科 

5
年 

柴　
　

舞
華

獣
医
学
科 

5
年 

島
野　

翔
太
朗

獣
医
学
科 

5
年 

宇
賀
神
ひ
か
る

獣
医
学
科 

６
年 

三
木　

香
南

獣
医
学
科 

６
年 

山
下　
　

諒

獣
医
学
科 

６
年 

原
田　

祥
太
郎

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

丸
山　

夢
翔

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

松
本　

朱
莉

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

関
根　
　

俊

獣
医
保
健
看
護
学
科 

3
年 

本
橋　
　

篤

獣
医
保
健
看
護
学
科 

3
年 

木
村　

理
花

獣
医
保
健
看
護
学
科 

3
年 

赤
堀　

由
起
恵

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

中
井　

涼
子

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

八
尋　

大
河

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

鈴
木　

智
貴

動
物
科
学
科 

２
年 

杉
浦　

麻
世

動
物
科
学
科 

２
年 

稲
垣　

朋
伽

動
物
科
学
科 

２
年 

寺
田　

え
り
か

動
物
科
学
科 

3
年 

市
川　

み
の
り

動
物
科
学
科 

3
年 

笹　
　

詩
絵
里

動
物
科
学
科 

3
年 

髙
田　

莉
緒

動
物
科
学
科 
４
年 

樋
口　

香
子

動
物
科
学
科 
４
年 
甲
斐　

小
百
合

動
物
科
学
科 

４
年 
柳
泉　

桃
子

食
品
科
学
科 

２
年 
根
本　

香
穂

食
品
科
学
科 

２
年 

髙
野　

結
花

食
品
科
学
科 

２
年 

甲
斐
野　

仁
美

食
品
科
学
科 

3
年 

真
弓　

佳
奈
子

食
品
科
学
科 

3
年 

新
井　

紘
平

食
品
科
学
科 

3
年 

智
田　
　

遼

食
品
科
学
科 

４
年 

横
井　

七
奈

食
品
科
学
科 

４
年 

松
原　
　

諄

食
品
科
学
科 

４
年 

赤
石　
　

幸

欅
賞空

手
道
部 

 

吉
田　

将
汰

第
１
回　

医
獣
祭
実
行
委
員
会　

委
員
長 

鈴
木　

璃
子

平
成
29
年
度
学
生
表
彰
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日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の

現
状
そ
し
て
未
来

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

学
長　

阿
久
澤　

良　

造

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
東
京
を
中
心
に

進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
２
０
１
９
年
に
は
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
開
催
と
な
り
、
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
本
年
は
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

ロ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
、
鍛
錬
さ

れ
た
技
の
最
高
峰
を
目
の
当
た
り
で
き
る
機
会
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
若
者
た
ち
が
、
目
標
に
向
か
っ
て
果

敢
に
取
り
組
む
姿
に
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

他
方
、
日
本
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
目
を
向
け

る
と
、
不
安
材
料
に
溢
れ
て
、
解
答
の
出
に
く
い
混

沌
の
中
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
未
来
に
む
け
て
の

展
望
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
政
治
に

お
い
て
も
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
政
策
に
も
乏
し
く
、

身
の
な
い
論
議
ば
か
り
に
終
始
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
こ
と
は
、
世
界
情
勢
に
敏
感
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
時
期
で
あ
る
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
１8
才

で
有
権
者
と
な
る
学
生
達
に
は
、
自
分
た
ち
の
未
来

を
決
定
で
き
る
権
利
が
あ
り
、
国
際
社
会
、
国
内
政

治
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
無

関
心
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ず
、
考
え
る
こ
と
、
話
す

こ
と
を
面
倒
だ
と
い
う
空
気
感
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
大
き
な
渦
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
生
き
て
い
く
学
生
た
ち
は
、
自
己
決
定
の
力
を

し
っ
か
り
身
に
着
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
学
と

い
う
自
由
な
環
境
の
な
か
で
、
主
語
（
自
分
）
の
あ

る
話
が
で
き
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

専
門
知
識
と
と
も
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

今
、
大
学
内
に
視
点
を
向
け
ま
す
と
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
空
気
が

流
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
が
始
ま
る
時
期
は
、
受
験

と
い
う
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
た
新
入
学
生
が
、

意
気
揚
々
と
闊
歩
し
、
ま
た
学
年
の
上
が
っ
た
学
生

達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
し
た
い
目
標
を
見
つ
け
、
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
友
人
た
ち
と
将
来
の
希

望
や
夢
を
語
り
、
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
眩
し
い
く

ら
い
の
学
生
の
表
情
を
見
ま
す
と
、
我
々
教
職
員
一

同
は
、
新
年
度
を
迎
え
る
度
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感

覚
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
気
を
引
き
締

め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、大
学
に
お
け
る
新
年
度
は
、大
き
く
変
わ
っ

て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
昨
年
度
ま
で
１
次
限
９0
分

間
だ
っ
た
講
義
時
間
が
１
０
０
分
間
に
延
長
と
な

り
、
学
生
は
、
集
中
の
維
持
が
大
変
で
す
が
、
教
員

は
授
業
形
態
を
工
夫
し
、
学
生
と
の
双
方
向
形
式
の

講
義
が
少
し
ず
つ
増
え
、
学
生
、
教
員
間
に
互
い
の

意
識
変
化
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
に
お

い
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
は
、
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充

実
・
強
化
の
み
な
ら
ず
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
充
実
な
ど

授
業
運
営
の
効
率
化
、
実
効
性
推
進
に
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
員
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
教

育
改
善
や
学
習
支
援
に
取
り
組
み
、
徐
々
に
成
果
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　

学
部
、
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ
シ
ー
を
有
し
、
運

営
し
て
い
ま
す
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に

沿
っ
た
新
入
生
を
選
抜
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

に
沿
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
授
業
を
積
み
重

ね
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
学
位
授
与
へ
の

方
針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ら
ポ
リ

シ
ー
を
改
正
し
、
実
質
化
、
具
体
的
な
も
の
へ
と
進

化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
は
社
会

背
景
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
時

代
も
ポ
リ
シ
ー
は
大
学
の
理
念
、
建
学
の
精
神
に
基

づ
い
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。学
是「
敬
譲
相
和
」、

到
達
目
標「
愛
と
科
学
の
聖
業
を
培
う
」を
掲
げ「
謙

譲
と
協
調
、
慈
愛
と
人
倫
を
育
む
科
学
者
の
創
成
」

を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
ま
す
。
生
命
に
関
わ
る
分

野
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
担
っ
て
お
り
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
、
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
が
使
命
で
あ

り
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
３
月
に
３
７
６
名
の
学
生
が
卒
業
、
修
了
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
学
生
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
学
是
、
教
育
方
針
に
関
す
る
設

問
に
対
し
、「
あ
る
程
度
身
に
つ
い
た
」
を
含
め
る

と
80
％
の
卒
業
生
が
「
身
に
つ
け
た
」
と
回
答
し
ま

し
た
。
本
学
の
学
是
、
教
育
理
念
と
と
も
に
社
会
に

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
心
の
中

で
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
各
々
の
立
場
に
お
い
て
熟

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
誌
の
新
年
号
に
も
紹
介
い
た
し
ま

し
た
が
、
未
来
に
向
け
て
創
立
１
５
０
周
年
（
２
０

３
１
年
）
ま
で
の
１5
年
間
の
道
程
を
「
ニ
チ
ジ
ュ
ウ

ミ
ラ
イ
図
」
と
名
付
け
た
中
長
期
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。「
様
々
な
も
の
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
な
り
、

未
来
を
つ
く
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
「Connect 

with the Future

」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
中
長
期
計
画
は
、
今
後
の
改
革
の
力
と

な
り
、
教
育
研
究
機
関
と
し
て
健
全
に
発
展
し
続
け

る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
モ

ノ
や
ヒ
ト
を
つ
な
ぐ
重
点
施
策
を
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
に
よ
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

の
柱
と
な
る
項
目
は
、「
教
育
」「
研
究
」「
学
生
・
キ
ャ

リ
ア
支
援
」「
管
理
運
営
」「
社
会
貢
献
・
産
学
連
携
」

「
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
」の
６
つ
で
す
。
本
学
が
様
々

な
も
の
と
も
の
を
「
つ
な
ぐ
」
拠
点
と
な
る
ミ
ラ
イ

に
向
け
、
６
つ
の
柱
の
中
に
設
定
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン

は
、
年
次
計
画
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
着
実
に
積
み
上
げ
る
べ
く
管
理
シ
ー
ト
上
で
、
そ

の
目
標
、
経
過
を
皆
が
共
有
し
な
が
ら
実
施
に
あ
た

り
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
社
会
構
成
状
況
が
変
化
し
、
海
外

か
ら
の
就
労
者
が
増
え
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
が

当
た
り
前
に
な
り
、
多
様
な
カ
ル
チ
ャ
ー
が
日
本
の

な
か
に
混
在
す
る
時
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。
本
学
に
お
い
て
も
「
多
様
性
を
理
解
し
、
個
を

磨
く
大
学
」
の
実
現
を
目
指
し
、
中
長
期
計
画
に
則

り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
証
し
つ
つ
、
一
つ
ひ

と
つ
着
実
に
成
果
を
出
し
、
確
実
に
前
進
で
き
る
よ

う
に
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
力
添
え

を
頂
き
、
本
学
の
学
生
の
未
来
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
こ
れ
か
ら

益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。


